




中国(清 朝)で は、 日清戦争の敗北を契機に、湖広総督張之洞 ら洋務派官僚たちは







中国(清 朝)が 日清戦争の敗北を契機 に、祖国の分割 と滅亡の危機を憂える人々(変 法派)
は、あらたな政治運動を展開し始めた。一般に変法運動 と呼ばれる。彼 らは祖国の再成を明治
日本をモデルとして、その要点を教育と人材の育成に求めた(1)。そうした中で1898年4月、湖
広総督張之洞は 『勧学篇』を著 し、日本留学を提唱 した。彼は、日本の学校で軍事的教育が行
われていることに強い関心を示 し、将校の育成を目指す兵式教育の必要性を説き(2)、中国各省
か ら武備学生を選抜 して日本へ派遣することとした。 この武備学生たちを数多 く受け入れたの
が、清国駐 日公使楊枢が高 く評価 していた(3)成城学校であった。











1.成 城 学校 の歴 史
成城学校 は日高藤吉郎(5)が1885年1月15日、東京市京橋区築地(現 東京都中央区築地)3丁




第1条で歩兵操練科を置 くことを明記 し、「歩兵操練科規則」第1条 には、学業の余暇に武道を
修めることを規定 して(7)、文武講習館が陸軍武学生教育を主体として設置されたことがわかる。
1886年8月に、「国家 を守 り、国家を興隆させ る男子」を養成するということから 「成城学
校」 と校名を改めた(8)。当時、東京で陸軍士官学校の受験 を目的としていた学校には、成城学











間見ることがで きる。外国語科(英 ・仏 ・独)の 中で、フランス語 とドイツ語は選択制であっ
た。だが当時の陸軍が軍事政策上重視 していた外国語が、 ドイッ語 とフランス語であったこと
と関連して、外国語科は 「外国語学班」 という特殊学級を編成 し、3力 国語を教授 した。その





















川上は初めから露西亜 に対す るには、先ず支那 と親 しまねばならぬ ことを考へ、戦争
最中から如何にして支那と親和すべきかに、それぞれ手段 を講じてゐた(20)。
と語っているように、大陸政策が大きく関わっていた。日清戦争後、三国干渉をへて列強によ

















案 を練 っていた。それは湖広総督張 之洞や両江総督劉坤一ら中国の有力者を説得し、 日本人の





立 した武備学堂に関する報告書を、 日本政府へ何度 も提出した(26)。この報告書は、ロシアの東
三省進出、イギリスによる長江水域の各省の利権独 占などによって、中国は分轄されようとし
ていて、 日本の大陸進出に影響を及ぼす恐れがあ り 「国家百年の計」 も躓 き兼ねない との懸念





めであった。 ときに伊藤が北京滞在 していた9月21日、戊戌のクーデターが発生 した。10月13
日に伊藤が漢口で張之洞と会談 したお り、伊藤は張之洞に変法による急激な改革に反対を表明
していた(28)。また伊藤は、中国の動向は東亜の存亡に関わることがゆえに、中国問題の根本的









































姚錫光一行は、2月 に湖広総督張之洞の命を受けて来日し、東京で2ヶ 月間滞在 して、陸軍
省 ・文部省 ・軍隊 ・陸軍士官学校 ・各種軍事学校などを視察 した。姚は日本の各学校で体操兵
操が授業に組み込まれ、生活規律全般に亘って軍隊式教育が行われていることに関心を持った。
特 に成城学校が体操兵操に重点のおいた授業が行われ、卒業生の殆 どが陸軍士官学校 を受験す
るなど、新式軍隊訓練を採 りいれていることに注 目した。
姚は帰国後、報告書 「査看日本各学校大概情形手摺」(1898年5月10日)を張之洞へ提出し、
学校組織と運営、教育内容、小学校 ・中学校 ・大学 という学校系統の重要性を指摘 した(38)。宗
方小太郎は1898年5月23日付報告第35号で、姚の報告書 を受けて張之洞は、湖南省と湖北省か




視察官2名 と共に来 日した4名 の中国人武備学生は、杭州領事館事務代理速水一孔の仲介で






校 を参考にすることが 目的であった。同行教師の朱綬は視察日記 『東遊紀程』で、成城学校参
観の様子 を次のように記 した。
900人の生徒が在籍し、教師は45名である。指導教科は、国語 ・世界歴史 ・外国語 ・倫理
・算術 ・製造 ・音楽 ・字画 ・農務学 ・動植物学 ・光電化熱などである。図書室 ・博物室 ・
化学室 ・農学室 ・動植物学室 ・各種儀器 ・物理器具などの設備があ り、生徒に利用させて
いた。 また応接室 ・会議室 ・保健室 ・風呂場 ・体育館などの施設は広 くて美 しい(42)。
朱綬は成城学校の指導教科や、施設設備などか ら、私立学校の充実ぶ りに注 目した。 日本の
学校は官立 ・私立各学校 ともに文部省のもとで統括され、教授内容や教科書は、文部省の審査
を受けて使用されていることなどを視察して、私立学校 も国の保護があって、初めて成立する




よう要請したことに基づいて来日した一行である圓 。彼らは先に東京の各軍事学校 を視察 し(45)、
成城学校にも来校 した。その後長崎にて軍事大演習を見学 した。王文韶は、この時応待 した川
上操六 ・神尾光臣 ・福島安正 ら9名の陸軍武官たちに、謝意を表 して 「宝星勲章」を授 け(46)、
さらに翌年1月14日には、北洋大臣裕禄が勲章を授与 し、成城学校校長である川上操六が第2
等宝星を授与されただけでなく、n校 幹事長奥山三郎、教頭岡本則録、幹事補田村松之助(47)た





武官2名 と共に、成城学校へ も参観 した。彼 らの中には兵制改革に反発していた者がいたが、
陸軍大演習を参観して改革の必要性を認識 し、張之洞に兵制改革断行を促している(49)。翌1899
年4月 、福島安正大佐は、両江総督劉坤一や湖広総督張之洞を訪問した折、20日に練兵体操兵
舎 を参観 した。 ドイッ式軍隊の編成を採 り入れ兵式体操や器械整備、撃剣、銃槍などの技術向

















教育体制を基本 としていることに注 目した。中国は、国勢 と国力回復のために国民全てに軍人
の知識 を備 え、忠君愛国思想を培養するために文武を統合 し、 しかも道徳を兼ね備えた教育、
すなわち軍国民教育(56)の実践をめざそうとしたのである。
(3)成城学校中国人留学生と学校生活




第1回 と第2回 卒業式は、同日に挙行された。第2回 卒業生は42名で、帰国後、中国陸軍に
登用された者や、辛亥革命を闘い民国成立後、政府の中核となった者を多 く含んでいる。興中
会の呉禄貞や傅慈祥(共 に湖北省)、中国同盟会の萬廷獻(湖 北省)・ 張紹曽(直隷省)、満州
族出身の鐵良や清朝貴族良弼なども卒業生である。卒業生たちの入学時期はそれぞれ異なり、
修学年月は1年3ヶ 月～1年6ヶ 月であった。第2回 各省卒業生総代は、湖北派遣学生総代廬
靜遠 ・南洋総代章邁駿(湖 南省)・ 北洋総代賈賓郷(直 隷省)で 、各々答辞を述べた。卒業生
たちは先ず近衛師団に配属され、その後陸軍士官学校へ進学 した(58)。
1899年1月20日に両江総督劉坤一派遣の学生14名と、湖広総督張之洞派遣の学生19名が成城
学校へ入学 したのをはじめ、この年だけで79名が入校 した。出身地域 は直隷省を除いて、浙








20日に入校 した33名が入寮 していたが、同年2月28日に市ヶ谷河田町に新たに設け られた寄宿
舎へ移転 した(60)。中国人留学生のために寄宿舎を完備 していたのは、1902年段階でも成城学
校 ・東亜同文書院 ・弘文学院などがあるだけであ り、ほとんどの中国入留学生たちは、下宿屋
や知人宅に間借 りしていた(61)。
1899年10月18日、丁鴻臣と共に成城学校を訪れた侯官沈翊清は、『東遊日記』に中国人留学





日語や 日文授業 も毎 日行われていた(62)。
沈が注 目した毎 日の体操授業は、陸軍予備学校である成城学校の教育方針 と、清国政府の近
代軍隊組織 に対応 した人材育成がまさしく反映 している。授業内容は、柔軟体操 ・器械体操の
基本 と歩兵教練の各個教練 ・分隊教練 ・小隊教練 ・銃剣術の基本、及び狭窄射撃であった。
狭窄射撃は発射時の反動を軽減するため、少量の火薬を用いた実弾射撃である。初心者や発
育期の者へ射撃指導をするときに、身体的悪影響を及ばさないよう配慮 した射撃方法で、日本
体育会狭窄射撃場(牛 込区市ヶ谷左内坂町)に おいて練習 した。狭窄射撃卒業試験は、狭窄射
撃五習会 と、三百ヤール実弾二習会の合計点で決まった。卒業試験 は中国入と日本人 との区別
はなく、合計点で順位がつけられた。蕭星垣は1901年6月の卒業試験において1位 の成績 とな
り、2位 は日本人で、3位 ～6位 までは成城学校中国人留学生が占めた。射撃場練習生卒業試
験合格者には、卒業証書が付与された(63)。日本体育会では射撃奨励会なども開催され、成城学
校中国人留学生たちも参加し、好成績 を収めた(64)。






開催 された。1908年5月14日に開催 された運動会の器械体操競技で、中国人留学生の1等 は周
傳祉(湖 南省)で あった。中国人留学生各班対抗選手競争 は、当日第1の 呼び物であったと
マ マ
『校友会雑誌』に記されていて、第5班 王傳薫(浙 江省)が1等 賞になり、月桂冠 とゴール ドメ
ダルが与えられたという(66)。
しかし1903年4月26日に開催された運動会で、国旗をめ ぐる事件が起 こった。運動場に掲げ























































同時期に入校 し第5回1903年3月の卒業生や、1902年に入学 し第6回 同年6月 の卒業生たち
は、武備学生 として(75)陸軍学生学術課程表のカリキュラムで受講している。卒業年数も文理科
学生よりも若干早 く、ユ1ヶ月から1年5ヶ 月(文 理科は1年3ヶ 月から1年8ヶ 月)で 、卒業
後は陸軍士官学校へ進学 した。けれども文理科学生は、陸軍士官学校ではなく、全員大学など
へ進学した(76)。なぜ1903年10月の文学班開校 までに、士官学校進学を目的としない学生 を受け


















が校長に就任 したこと、複数の陸軍士官予備学生教育校 を成城学校1校 に統合 したことなど、
士官学校への進学を目的とした厳格なる軍事教育や宮内省 ・陸軍 と強い関わ りを持ったことに
ある。尋常中学校認可後も士官予備学校 と一般的に認識 され、中国からの教育視察団も 「陸軍
予備学校」 と見ていたように、成城学校は、陸軍士官予備教育学校 としての位置付けが大 きか
ったことのである。

























と 「国民体育」の普及 と発達に尽 くすとして除隊した。翌年成城学校の前身である文武講習館を創
設 して以降、47年間校務 に関係 した。日本体育会(日 本体育大学)の 創立者で もある。木下秀明
「日本体育会創立者日高藤吉郎」『学校法人 日本体育会 ・日本体育大学八十年史』不昧堂、1973年12
月、55～58頁。『成城学校百年』(以下 『百年』と記す)校 史編纂委員会、1985年11月1日、20頁。
(6)『成城学校八十年』(以下 『八十年』と記す)成 城学校八十年編纂委員会、1965年10月16日、1頁 。
(7)「成城学校沿革史稿」昭和10年11月23日、『百年』255頁。
(8)『八十年』9頁 。『百年』25頁。「成城」の校名は 『詩経』「大雅 蕩之什 常武六章章八句 瞻印」に
ある 「哲夫成城」の言葉か ら取って、陸軍士官学校長小沢武雄中将が命名した。東京都公文書館編
『都史紀要23東 京の中等教育2』1974年2月、136頁。 自由主義初等教育を標榜 して創設した 「成
城学園」は、大正6年 当時の成城学校校長沢柳政太郎が成城中学校の校舎の一部に於いて、成城小
学校 を始めた。「成城」の出典 も全 く同じである。歴史の古い 「成城学校」は現在中学 ・高校の男子







2代 柳生房義:19年4月 ～19年7月、陸軍大尉 ・ 「自学自習」の校風を打ち出す。学習院転出。





6代 岡本則録:34年9月 ～36年6月、数学者で和算の大家。大阪師範学校長 ・学習院教頭 ・陸
軍教授を歴任。成城学校教頭後、校長に就任。
7代 児玉源太郎:36年6月～39年7月、陸軍大 臣 ・内務大臣 ・文部大臣を歴任。成城協会長。
1906年病没。









史料 「校舎器械標本其他不充分 トシテ指示セラレタル事項二対スル上申一、 日課表、授業時数、教
員数ノ相違」黒田茂次郎 ・土舘長言編 『明治学制沿革史』臨川書店、明治39年12月20日、昭和44年
8月30日複製版、(以下 『明治学制』と記す)221～222頁。
(14)前掲史料 「教員名簿」。『明治学制』990～991頁、1219～1220頁。石橋武彦 ・佐藤友久 『日本の体育』
不昧堂書店、昭和41年7月20日、119～120頁。
(15)『明治学制』226～227頁、325～328頁。普通体操(矯 正術 ・徒手体操 ・唖鈴体操 ・球竿体操 ・棍棒





































史料館 『外国官民本邦及鮮満視察雑件』「清国之部」ノー、東京都立中央図書館実藤文庫 「東遊 日記」、
『清光緒朝中日交渉史料』神谷正男編 『宗方小太郎文書』、熊達雲 『近代中国官民の日本視察』を参
照。(派遣者、視察団員及身分、著作)
①(湖 広総督張之洞派遣)姚 錫光:湖 北武備学堂兼 自強学堂総督、著作 『東方兵事紀略』『東滅
学校挙概』『日本学校述略』 ・張彪:湖 北護軍統帯官 ・徐鈞浦:湖 北槍砲場監造官 ・呉殿英:湖 北
武備学堂監操官 黎元洪:湖北護軍後営幇帯官 ・外1名
②(浙 江省巡撫廖寿:豊派遣)視 察団員不明、浙江省派遣武備学生4名
③(自 費)鄒 凌瀚:四 品銜分部行走郎申、江西省経済学堂校主 ・朱綬:候 選塩大使、著作 『東遊
紀程』 ・周泰瀛:経 済学堂英文教習 ・鄒邦楙:同 知銜 ・鄒邦綮:候 選塩大使 ・鄒邦楽:監 生 ・武
継周:湖 南候補巡検 ・聶逢舜:廩 生 ・武敦譲、武敦詰、黄大逞、黄大逵、鄒助邦、蕭炯、熊封
楚:以 上経済学堂学生
④(北 洋大臣王文韶派遣)湖 北 ・南洋文武官21名
⑤(湖 広総督張之洞派遣)(湖北)張 斯枸:候 道 ・方友升:前 広東南韶連総兵 ・祝斉賢:署 督標
右営遊撃 ・王得勝:儘 先遊撃 ・清 瑞 ・方悦魯:補 用知県 ・謝樹泉:都 司 ・鄒正元 ・杜長栄:千
総 ・他3名(湖 南):浙 江省武官2名






(41)在本邦清国留学生関係雑件(学 生監督並視察員之部)3-10-5-3-4文 書番号機密第7号 明治
31年5月30日「浙江省 より文武留学生並に遊歴官派遣の件」在杭州領事館事務代理速水一孔→外務
大臣西徳二郎。『八十年』36頁。

































ジア教育認識 ・資料編[申 国の部]一 明治後期教育雑誌所収中国 ・韓国 ・台湾関係記事一第10巻
(中国の部2)、龍渓書舎、2002年2月20日、126頁。但 しこの記事に依れば、卒業式は 「9月11日午
前7時 より」となっているが、明治42年7月に発行された 『成城学校校友会名簿』には第1回 卒業




(60)『八十年』36頁。史料 『原籍簿』第1号 ・第2号 。第2号 表紙に 「清国学生寄宿舎」と表記。



































(みや ぎ ゆみこ 佛教大学研究員)
(指導:清 水 稔 教授)
2006年10月19日受理
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